
2025ユース春山山行（本部ユースとの交流山行）報告 
 

１ 期 日：令和７(2025)年４月５日（土）～６日（日） 

２ 場 所：谷川連峰 茂倉岳（芝倉沢経由、ＢＣツアー）および白毛門 

３ 参加者：スキー班 後藤尚、猿山浩、林祐寿、片岡泰彦（ゲスト・東海支部） 

登山班  鬼頭秀夫、高野正道  

４ 行 程：4/5 土合山の家（10:30）～マチガ沢出合（11:30）～一ノ倉沢出合（12:00）～ 

～虹芝寮（13:00） 小屋泊 

4/6 虹芝寮（7:00）～芝倉沢 S字下※撤退（7:30）～成蹊スロープ（8:05－9:30）～ 

～虹芝寮（9:50-10:50）～ 土合山の家（12:00） 

５ 行動概要 

今回の計画は栃木ユースと本部ユースとの交流山行とい

うことで、本部ユース委員の滝沢様に大変お世話になり、成

蹊大学の山小屋「虹芝寮」に宿泊するプラン。２日目は山ス

キー班と登山班に分かれての行動。山スキー班は芝倉沢を詰

めて茂倉岳に登頂し、下りは同じ芝倉沢を滑降、そして登山

班は白毛門を登る計画である。参加者は栃木支部から５名に

ゲスト１名、本部から滝沢様をはじめとする８名と、総勢１

４名の大所帯でにぎやかな山行となった。 

 

【4/5】 当日は土合山の家に 10:00 集合。全員集合後に自

己紹介など挨拶をしたのち身支度を整え、虹芝寮へ向け出

発。土合橋でスキーを装着し、シール歩行で湯檜曽川沿いを

虹芝寮へと向かう。この日は天気も良く、ちょっと動いただ

けで汗が噴き出してくる。実は自分、ちゃんと山スキーを使

うのは初めてであり、慣れなくて無駄に力ばかり入り思う

ように進めない。比較的平らなコースだが、四苦八苦した。

途中、一ノ倉沢出合から一ノ倉沢の勇壮な岸壁がきれいに

見えたが、感嘆とともに畏怖の念を抱かざるを得ない。ここ

から休憩含めて小一時間ほどで虹芝寮に到着。 

虹芝寮はまだまだ雪に埋もれていて、この冬の積雪の多

さを実感する。全員で寮の周りの除雪から始める。まずは入

口の掘り出しだが、１階は完全に雪の下で２階入口を掘り

出す。そののち、１階の明り取り窓が開けられるよう、掘り

出しにかかる。この作業がなかなか大変だったが、皆で力を

合わせ、ベルトコンベア方式で雪を掘ってかき出した。お陰

で１階の居住スペースも明るくなり、快適な山小屋生活が

できた。小屋に入り、荷物を整理したら、早々にお疲れ様の

乾杯となる。まだ１５時前だが、なんと贅沢なことか。その

後はのんびりと、飲んで食べて話をして、歴史ある虹芝寮で

のとても素晴らしい時間を楽しんだ。 

 

 

虹芝寮でのひととき 

 

雪に埋もれた虹芝寮 

一ノ倉沢出合からの眺め 



【4/6】 翌朝、朝食後に簡単な片づけをして、7：00出発。

スキー班は芝倉沢から茂倉岳、登山班は土合に戻った後、白

毛門へ向かう。天気予報は午後から雨予報だが、降らずに持

ってほしいところ。スキー班は 30 分ほどで芝倉沢が急に狭

まる S字下の旧道を横断する箇所に到着。しかし、この先の

ルート上が雪崩のデブリに埋め尽くされている。その奥の雪

面には大きな亀裂のようなものも見える。気温も上昇し雪の

コンディションも悪いため、ここで撤退することにした。本

部ユースで成蹊ＯＢの皆様の的確で迅速な判断に敬服する。 

ここからシールを外し滑走して下山だが、途中に「成蹊ス

ロープ」と呼ばれる斜面があり、ここで登って滑ってを何

度か繰り返して楽しみ、消化不良を少し解消できた。 

成蹊スロープでの滑走も程なくして飽きたため、虹芝寮

に戻る。到着後、最後の片づけと清掃を行う。「来た時より

も、少しだけきれいにして帰る」というのが虹芝寮唯一の

ルールとのことで、全員で掃除を行う。このルールこそが、

90年以上もの歴史を紡ぎ、繋いでこれた理由だと納得。 

 虹芝寮を後にして、湯檜曽川沿いを滑走して戻る。滑走

と言っても傾斜が緩いため、漕いだり、歩いたり、ステッ

プ登高したりと、なかなか疲れる。それでも往路よりはる

かに早く進み、1時間ほどで土合山の家に到着した。登山班

の２名もほぼ同じ時間に帰着。聞くと白毛門も雪が腐って状態が悪く、途中で撤退したとのこと。最後

に全員で記念撮影をし、またの再開と芝倉沢滑降のリベンジを約束して解散となった。 

 今回の山行は本部ユース委員であり、成蹊ＯＢの滝沢様と佐藤様に大変お世話になり、歴史ある虹芝

寮でのすばらしい山小屋生活と山スキーを楽しむことができた。このような山の仲間との横のつながり

が山の楽しみをさらに膨らませてくれるものであり、栃木ユースとしても活動の幅を広げる良い機会に

なったと思う。最後に滝沢様はじめ、ご参加の皆様、大変ありがとうございました。あらためて感謝申

し上げます。（記録：林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪崩のデブリに阻まれここで撤退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成蹊スロープから見上げる「堅炭岩」 

まるでシャモニー針峰群…見たことないが(笑) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下山後、土合山の家にて全員集合の記念撮影 


